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Ⅱ 個別課題の検討に向けた現状把握 

１ 空き家の状況 （１）空き家率 ・平成 20 年時点で空き家は 8.6 万戸、空き家率は 14.6％となっている。空き家率は周辺府県の中で和歌山県に次いで高く、全国平均と比べても高い。  ・地域別では、南和地域が高く、市町村別にみると、五條市、大和高田市で空き家率が 20％を超えている。  【空き家率（周辺他府県との比較）】           【空き家数と空き家率（周辺他府県との比較）】                   
13.5% 15.1% 14.2% 18.2%

0%5%10%15%20%25%
北和(N=304,690) 中和西部(N=218,730) 中和東部(N=13,150) 南和(N=21,980)

空家率 空家率奈良市 14.0% 平群町 8.6%大和高田市 20.5% 三郷町 17.2%大和郡山市 13.7% 斑鳩町 15.0%天理市 17.1% 田原本町 12.4%橿原市 15.0% 上牧町 13.1%桜井市 12.9% 王寺町 16.4%五條市 21.2% 広陵町 7.0%御所市 18.1% 河合町 6.4%生駒市 11.9% 大淀町 12.4%香芝市 12.3%葛城市 13.9%宇陀市 14.2%
【地域別・市町村別空き家率】 

資料：住宅・土地統計調査（H20） 

14.6% 12.9% 13.1% 14.4% 13.3% 17.9% 13.1%
0%5%10%15%20%25%

奈良県(N=592,600) 滋賀県(N=567,600) 京都府(N=1,270,200) 大阪府(N=4,346,000) 兵庫県(N=2,520,700) 和歌山県(N=467,900) 全国(N=57,586,000)

資料：住宅・土地統計調査（H20） 
住宅総数 空家 空家率奈良県 592,600 86,400 14.6%滋賀県 567,600 73,300 12.9%京都府 1,270,200 167,000 13.1%大阪府 4,346,000 625,100 14.4%兵庫県 2,520,700 336,200 13.3%和歌山県 467,900 83,700 17.9%全国 57,586,000 7,567,900 13.1%

資料：住宅・土地統計調査（H20） 
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（２）種類・建て方・構造  ・空き家の種類をみると、「賃貸用」と「その他」が多い（「その他」は持家空家に該当）。  ・空き家の種類を地域別にみると、北和と中和西部では「賃貸用」が多く、中和東部と南和では「その他」が多い。  ・空き家の建て方別構成比では、非木造共同と一戸建の割合が高い。 ・建て方別の空き家率は、木造共同（70.5％）、長屋建（51.3％）が突出して高い。 ・種類別建て方別戸数は、賃貸用の共同住宅が 29,900 戸と最も多く、次いで、その他（持家）の一戸建が 25,400 戸となっており、この２つのタイプで空き家全体の 64％を占めている。 【空き家の種類別構成比】        【地域別空き家の種類構成比】           【空き家の建て方別構成比】         【建て方別空き家率】          【空き家の種類別建て方別戸数】     一戸建 長屋建 共同住宅 その他総数 総数 総数 木造 非木造空家総数 86,400 32,900 11,500 41,600 6,700 34,900 300二次的 3,400 2,400 100 800 0 700 0賃貸用 40,500 2,400 8,200 29,900 5,000 24,900 0売却用 5,800 2,800 100 2,900 100 2,800 0その他 36,700 25,400 3,100 8,000 1,500 6,500 300
総　　　数 

資料：住宅・土地統計調査（H20） 

4.0%1.6%21.9%3.0%
46.9%56.4%20.3%33.1%

7.9%7.0%2.1%1.8%
41.2%35.0%55.6%61.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%北和(N=41,180)中和西部(N=32,970)中和東部(N=1,870)南和(N=3,390)二次的住宅 賃貸用の住宅 売却用の住宅 その他の住宅資料：住宅・土地統計調査（H20） 

二次的3.9%賃貸用46.9%売却用6.7%
その他42.5%

N=86,400 
17.2%9.7% 51.3% 70.5%26.6% 37.5%

0% 20% 40% 60% 80%総数(N=86,400)一戸建(N=32,900)長屋建(N=11,500)木造共同(N=6,700)非木造共同(N=34,900)その他(N=300) 資料：住宅・土地統計調査（H20） 
一戸建38.1%

長屋建13.3%木造共同7.8%
非木造共同40.4%

その他0.3%
N=86,400 
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（３）腐朽・破損の状況 ・空き家の 23.0％に腐朽・破損がある。 ・建て方別にみると長屋建と木造の共同住宅の４割以上が腐朽・破損している。一戸建も１/４が腐朽・破損している。              （４）立地（用途地域）  ・空き家の立地場所の用途地域をみると、住居地域と商業区域で半数以上を占めている。  【空き家の用途地域別構成】                

23.0%25.8% 41.7%40.3%10.9% 33.3%
0% 10% 20% 30% 40% 50%総数(N=86,400)一戸建(N=32,900)長屋建(N=11,500)木造共同(N=6,700)非木造共同(N=34,900)その他(N=300) 資料：住宅・土地統計調査（H20） 

【腐朽･破損のある空き家の割合】 

工業区域：準工業地域・工業専用地域・工業専用地域 商業区域：近隣商業地域・商業地域 住居地域：第１種住居地域・第２種住居地域・準住居地域 中高層住居専用地域：第１種中高層住居専用地域・第２種中高層住居専用地域 低層住居専用地域：第１種低層住居専用地域・第２種低層住居専用地域 

工業区域6.7%商業区域23.1%住居地域33.9%中高層住居専用地域11.9%
低層住居専用地域8.8%市街化調整区域9.8%都市計画区域以外の区域5.7% 

資料：住宅・土地統計調査（H20） N=592,600 
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・立地（用途地域）別に空き家率をみると、都市計画区域以外と商業区域で空き家率が 20％を超えている。低層住居専用地域の空き家率は 8.7％にとどまっている。  【用途地域別空き家率】             ■用途地域別建て方別空き家率（住宅・土地統計調査（独自集計）               

14.3% 21.1% 15.0% 12.5% 8.7% 11.9% 22.7%
0%5%10%15%
20%25%30%

工業区域(N=40,600) 商業区域(N=94,600) 住居地域(N=194,700) 中高層住居専用地域(N=82,700) 低層住居専用地域(N=87,000) 市街化調整区域(N=71,500) 都市計画区域以外の区域(N=21,600)資料：住宅・土地統計調査（H20） 
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（５）公共交通・施設までの距離  ・住宅全体と空き家の最寄りの交通機関までの距離を比較すると、空き家となっている住宅のほうが、交通機関までの距離は近い。 ・また、周辺施設との距離については、公園を除き、空き家となっている住宅のほうが距離はやや近いか、同レベルとなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 【周辺施設等までの距離の比較】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.0%11.8%13.7%20.1% 24.6% 25.7% 32.1%25.1% 22.6%17.3%0% 20% 40% 60% 80% 100%住宅総数(N=475,070)空家(N=80,010) 駅まで200m未満200～500m500～1,000m1,000～2,000m2,000m以上
【最寄りの交通機関までの距離の比較】 

資料：住宅・土地統計調査（H20） 
24.2%30.9%41.0%36.9%46.2%47.4%25.1%29.2%11.0%10.5%

26.4%27.5%21.4%23.6% 33.0%32.8%29.1%30.6%16.9%19.3%

33.4%28.8%22.2%25.2% 18.5%17.8%33.8%30.8%32.7%33.8%

16.1%12.7%15.4%14.3% 2.3%1.9%12.0%9.3%39.4%36.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%医療機関（住宅総数）(N=475,070)医療機関（空家）(N=80,010)公園（住宅総数）(N=475,070)公園（空家）(N=80,010)公民館・集会所（住宅総数）(N=475,070)公民館・集会所（空家）(N=80,010)避難場所（住宅総数）(N=475,070)避難場所（空家）(N=80,010)デイサービス（住宅総数）(N=475,070)デイサービス（空家）(N=80,010) 250m未満250～500m500～1,000m1,000m以上
※平成 20 年住宅・土地統計調査による地域別集計に含まれる市町村（奈良市、大和高田市、大和郡山市、天理市、橿原市、桜井市、五條市、御所市、生駒市、香芝市、葛城氏、宇陀市、平群町、三郷町、斑鳩町、田原本町、上牧町、王寺町、広陵町、河合町、大淀町）の値を加算して算出。 

資料：住宅・土地統計調査（H20） 
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（参考）空き家所有者の意向（全国値） ■空家実態調査（平成 21 年度）の概要 ○調査名称：空家実態調査（昭和 55 年度よりほぼ 5 年毎に実施、平成 21 年度は７回目） ○調査主体：国土交通省住宅局 ○調査地域：東京都、大阪府、東京都心から 40km 以遠の地域（茨城県・埼玉県・千葉県・神奈川県の一部） ○調査対象：調査区内に存在する空家の所有者 ○有効回答数：510（東京都 180、大阪府 120、東京 40km 以遠 210） ○調査時期：H22 年 2 月中旬～3 月  ① 空家化の原因  ・「賃借人などの入居者が退去した」が最も多く 56.5％、次いで「別の住宅へ移転した」が 31.8％となっている。            ② 空き家の活用（入居者や購入者の募集）の状況  ・「賃貸として入居者を募集」が 67.5％と最も多く、「購入者を募集」、「売却と賃貸の両方で募集」をあわせると 7 割以上が空き家の活用に向けた募集を行っている。一方で、非募集は 28.2％となっている。 【入居者または売却先の募集状況】         

【空家化の原因】 
31.8% 0.8% 0.2% 2.2%

56.5%
2.9% 1.4% 1.2% 2.2% 0.2% 7.3% 0.6%0%10%20%30%40%50%60%70%

別の住宅へ移転した 建替えのため一時的に退去 増改築・修繕のため一時的に退去 転勤等の長期不在 賃借人などの入居者が退去した 相続により取得したが入居していない 居住用に取得したが入居していない 二次利用のため取得、普段は未利用賃借経営用に取得、賃借人がみつからない 売却用に取得、購買者がみつからない その他 無回答資料：空家実態調査（H21） 

（N=510） 

購入者を募集3.5%
賃貸として入居者を募集67.5%売却と賃貸の両方で募集0.6%

非募集28.2%無回答0.2%
N=510 資料：空き家実態調査（H12） 

回答数 割合購入者を募集 18 3.5%賃貸として入居者を募集 344 67.5%売却と賃貸の両方で募集 3 0.6%非募集 144 28.2%無回答 1 0.2%合計 510 100.0%
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③ 売却先や入居者が決まらない原因 ・購入者や入居者を募集している所有者に対して、売却先や入居者が決まらない原因を質問している。「市況が悪い」という回答が最も多く 24.3％、次いで、「募集し始めたばかり」が 21.0％、「建物が古い・設備が傷んでいる」17.1％となっている。 【売却先や入居者が決まらない原因】                  ④ 非募集空き家の利用状況 ・購入者や入居者を募集していない「非募集」の空き家所有者に対して、その利用状況を質問している。「特に利用していない」が半数以上を占める。 【非募集空き家の利用状況】           

21.0% 8.0% 2.0% 5.7% 5.9% 17.1% 8.8% 3.9% 2.2% 0.8% 1.8% 1.2% 7.5% 1.2% 1.0% 1.0%
24.3% 6.9% 1.6%0%10%

20%30%
40%

募集し始めたばかりである
募集家賃や売出価格を値下げしていない

入居条件を厳しくしている
ペットを飼育できない

居住面積が狭小であるため
建物が古い・設備が傷んでいる

最新の設備を備えていない
駐車場がない 日照条件が悪い 耐震性に不安がある

共同住宅で遮音性がよくない
住宅の質や性能を示す情報が不足している

バス利用や鉄道駅から遠いなど
交通の便が悪い

商業施設や医療施設が少なく、
日常生活が不便なため

騒音や振動など近隣環境がよくない
地域イメージがよくない

市況が悪い その他 無回答
資料：空き家実態調査（H21） 

（N=365） 

別荘・セカンドハウスとして自己及び家族・親族等の利用6.9%物置、トランクルームとしての利用16.7%給与住宅（社宅・公務員住宅など）として供している6.9%自治体等と連携して地域住民・コミュニティのために利用0.7%特に利用していない57.6%
その他11.1%無回答0.0%

資料：空き家実態調査（H22） N=144 
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 ⑤ 非募集空き家の今後の活用意向  ・「現在と同じ利用方法を継続」が 55.6％を占める。              
現在と同じ利用方法を継続55.6%主たる住宅として自己居住したい2.1%別荘・セカンドハウスとして自己居住したい0.7%親や子ども等、親族の利用に供したい9.7%賃貸の入居者を募集したい6.9%購入者を募集したい3.5%賃貸と売却の両方で募集したい0.7%給与住宅として供したい1.4%自治体等と連携して地域住民・コミュニティの活用に供したい0.0% 更地化したい9.7% その他7.6% 無回答2.1%【今後 5 年間での活用意向】 

N=144 資料：空き家実態調査（H22） 



 －55－ 資料：(財)住宅リフォーム紛争処理センター 

２ 住宅リフォームの状況 （１）リフォーム市場の規模  ・全国のリフォームの市場規模は減少傾向にある。奈良県の市場規模は、同様に減少傾向にあったが、平成 20 年、21 年は増加に転じており、21 年度で 669 億円となっている。 【住宅リフォームの市場規模（全国）】                  【2009 年都道府県別の住宅リフォーム市場規模の試算】 

 

資料：(財)住宅リフォーム紛争処理センター 
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【奈良県の住宅リフォーム市場規模の試算】         （２）リフォームの実施状況（住調） ① リフォームの実施状況  ・リフォームが実施された住宅の割合は、全国の 28.0％より高い 30.4％となっている。  ・建て方・構造別にみると、一戸建ての 31.6％の住宅がリフォームを行っている。  ・建築年別にみると、「S46～S55」の住宅が41.5％と最も高い 【建て方・構造別、リフォーム工事実施率】        【建築時期別、リフォーム工事実施率】         ＊「住宅の増改築や改修工事等をした」「高齢者等のための設備の工事をした」「住宅の耐震改修工事をした」のいずれかに該当 

30.4%30.4%30.4%30.4% 28.0%
0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%

奈良県 全国
【リフォーム＊実施率】 

31.6% 28.0% 0.0% 21.5% 33.3%
0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%

一戸建(N=317,500) 長屋建(N=5,000) 共同住宅（木造）(N=0) 共同住宅（非木造）(N=41,800) その他(N=300)
33.2% 33.3% 38.3% 41.5% 36.6% 26.3% 17.8% 13.1% 14.7% 22.7%0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%

S25以前(N=23,800) S26～35(N=8,400) S36～45(N=27,400) S46～55(N=76,700) S56～H2(N=85,700) H3～7(N=35,800) H8～12(N=42,800) H13～17(N=36,700) H18～20.9(N=18,400) 不詳(N=8,800)資料：住宅・土地統計調査(H20) 

764 742 709 710 571 600 669569 446 482 53802004006008001,000
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

(億円)
（年）資料：(財)住宅リフォーム紛争処理センター 
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 ② 増改築・改修工事の状況  ・奈良県は増改築・改築工事実施割合が 28.7％であり、周辺他府県と比較しても、最も高い割合となっている。  ・また、工事の内容は、台所・トイレ・浴室・洗面所の改修工事が最も多い。 【平成 16 年以降の増改築・改修工事実施割合（周辺他府県との比較）】            ・工事の内容は、台所・トイレ・浴室・洗面所の改修工事が最も多く、「壁・柱・基礎等の補強工事（耐震補強）」や「窓・壁等の断熱・結露防止工事（省エネ）」などの工事の実施率は低い。  【平成 16 年以降の増改築・改修工事の実施内容（奈良県）】                 

10.0% 57.4%32.7% 40.6%6.6%4.2% 34.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%増築・間取りの変更台所・トイレ・浴室・洗面所の改修工事天井・壁・床等の内装の改修工事屋根・外壁等の改修工事壁・柱・基礎等の補強工事窓・壁等の断熱・結露防止工事その他の工事

 

資料：住宅・土地統計調査(H20) 

28.7% 27.3% 26.0% 26.2% 28.3% 26.0% 26.3%
0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%

奈良県(N=364,600) 滋賀県(N=346,000) 京都府(N=660,500) 大阪府(N=1,951,800) 兵庫県(N=1,379,000) 和歌山県(N=278,200) 全国(N=30,316,100)資料：住宅・土地統計調査(H20) 
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③ 高齢者等のための工事の状況  ・高齢者等のための工事の実施率は 10.8％であり、周辺他府県と比較すると、和歌山県、滋賀県に次いで高い割合になっている。  【平成 16 年以降の高齢者等のための工事（他府県との比較）】             ・工事の内容は、トイレ・浴室の工事、階段・廊下の手すりの設置が多くなっている。  【平成 16 年以降の高齢者等のための工事の実施内容】                  

44.7%14.2% 43.1%46.4%20.6%
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%階段や廊下の手すりの設置屋内の段差の解消浴室の工事トイレの工事その他 資料：住宅・土地統計調査(H20) 

10.8% 11.0% 9.8% 9.1% 10.4% 11.1% 10.0%
0.0%5.0%
10.0%15.0%20.0%

奈良県(N=364,600) 滋賀県(N=346,000) 京都府(N=660,500) 大阪府(N=1,951,800) 兵庫県(N=1,379,000) 和歌山県(N=278,200) 全国(N=30,316,100)資料：住宅・土地統計調査(H20) 
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④ 耐震改修の状況  ・耐震改修工事の実施率は 4.2％であり、周辺他府県と比較すると、兵庫県に次いで高位割合となっている。  ・また、工事の内容は、金具による補強が最も多い。  【奈良県の耐震改修工事状況】              ・工事の内容は、金具による補強が最も多い。  【耐震改修工事の状況】                 

4.2% 3.3% 3.4% 3.5% 4.5% 3.4% 3.5%0.0%2.0%4.0%
6.0%8.0%10.0%

奈良県(N=364,600) 滋賀県(N=346,000) 京都府(N=660,500) 大阪府(N=1,951,800) 兵庫県(N=1,379,000) 和歌山県(N=278,200) 全国(N=30,316,100)

33.6%34.9%40.8% 50.0%13.2%
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%壁の新設・補強筋かいの設置基礎の補強金具による補強その他 資料：住宅・土地統計調査(H20) 

資料：住宅・土地統計調査(H20) 
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（３）リフォーム実施者の意向等（住生活総合調査） ① 居住状況の変化の有無 ・居住状況に変化があった世帯（「移転」又は「移転以外の変化」）は全体の 27.5％、移転以外の変化のあった世帯は 9.5％となっている。 ・移転以外の変化のあった世帯のうち、76.2％がリフォームを行っている。  【最近の居住変化】                【移転以外の変化の内容】      
 

 

 

 

 

 

 

  
 ② リフォームをした理由 ・「住宅に対する不満」が 63.4％と占める。 
 【リフォームをした世帯の変化の理由（第１位）】 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

  
 

身辺事情4.2%
住宅に対する不満63.4%環境に対する不満7.3%

これからの生活に備えるため17.5%
その他1.9% 不明5.7% 

資料：住生活総合調査(H20) N=37,000 

リフォーム76.2%前の住宅を建替11.7%親・子の住宅の敷地内に新築3.8% その他8.3% 

N=48,000 資料：住生活総合調査(H20) 
移転18.0% 移転以外の変化9.5%変化なし68.1%

不明4.4% 

N=505,000 
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③ リフォームに要した費用 ・490 万円未満が全体の 46.5％を占める。1,000 万円以上は 11.6％となっている。  【リフォームに要した費用】             ④ リフォームをした世帯の満足度 ・「高齢者等への配慮」「断熱性や換気性能、採光など」が良くなったと感じている割合が高い。 【変化した世帯の満足度】                 

～90万円11.6%100～490万円34.9%500～990万円21.2%1,000～1,990万円11.1%2,000～2,990万円2.1%3,000～3,990万円2.8% 不明16.3% 

資料：住生活総合調査(H20) N=37,000 

6.9% 7.5% 7.4% 0.0% 3.3% 3.0%18.0% 34.0% 30.7% 1.9% 15.7% 12.2%59.7% 41.1% 45.1% 72.1% 63.6% 64.6%2.4%15.4% 17.4% 16.8% 23.6% 17.4% 20.3%
0%20%40%
60%80%100%

住宅の広さ・間取り
高齢者等への配慮

断熱性や換気性能、採光など
ローン、家賃などの住居費の負担

地震・台風等や火災時などの
住宅の安全性

犯罪に対する安全性

大変良くなった良くなった変わらない悪くなった不明N=37,000 
資料：住生活総合調査(H20) 
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（４）郊外住宅地、駅前・中心市街地におけるリフォーム実施の状況 （H19 年度「住まいの奈良」魅力再生・創出実態調査） ■「住まいの奈良」魅力再生・創出実態調査（平成 19 年度） ○調査主体：奈良県 ○調査対象：奈良県内の郊外住宅地 9 箇所と駅前・中心市街地 8 箇所 ○調査対象：対象調査地区において、任意に抽出した世帯 ○回収状況：回収数 713（郊外住宅地 499、駅前中心市街地 214）、回収率 22.2％ ○調査時期：H20 年 1 月 17 日～2 月 12 日（配布）、配布後 3 週間（郵送回収） ① リフォーム実施の有無 ・リフォームを行ったことがある世帯は、郊外住宅地では 54.3％、駅前・中心市街地では23.8％となっており、郊外住宅地で活発にリフォームが行われていることがわかる。 ・リフォームを検討している世帯は、郊外住宅地、駅前・中心市街地とも 9.8％となっている。 【リフォーム実施の有無】 ○郊外住宅地            ○駅前・中心市街地          ② リフォームの動機  ・リフォームをしたことがある、または検討している世帯にリフォームの動機を質問している。建物・設備が古くなったから、使い勝手が悪かったからが多くなっている。 【リフォームの動機】         
17.9% 31.9% 55.9%11.7% 38.5%7.9%7.1%9.4%7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%狭くなったから建物が古くなったから設備が古くなったからバリアフリー化したかったから使い勝手が悪かったから建替えより安くつくから耐震性に不安があるから気分を変えたかったからその他 N=392 

したことがある54.3%検討している9.8%
したことがない30.9%

不明5.0%
N=499 

したことがある23.8% 検討している9.8%したことがない59.3%
不明7.0%

N=214 
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③ リフォーム工事業者の決定方法（リフォームをしたことがある、または検討している世帯）  ・「家族や知人に相談して」が最も多く、次いで「現在の住宅を新築した業者」となっている。 【リフォーム工事事業者の決定方法】           ④ リフォーム事業者選択時に必要な情報  ・「信用できるか業者かどうかの情報」が約 75.0％と最も多くなっている。次いで「改善メニュー等の費用の目安」が多い。 【リフォーム事業者選択時に必要な情報】            

31.6%9.3% 34.6%29.7% 49.9% 74.9%34.5%2.5%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%会社の規模や実績専門スタッフの人数対応可能な工事の内容リフォームの施行事例改善メニュー等の費用の目安信用できる事業者かどうかの情報工事に対する補償制度の内容その他

4.6% 29.6%13.0% 37.8%10.2%11.2%
0% 10% 20% 30% 40%訪問の営業マンなどのすすめ現在の住宅を新築した業者にショールームやリフォームイベントでの紹介家族や知人に相談してインターネット、雑誌、チラシ、広告等で探してその他 N=392 

N=713 
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（５）住宅リフォームに関する県民意向 ■リフォーム及び住み替えに関するニーズ調査（未実施） ○調査の目的：住宅リフォームおよび住み替えを行うに際して、抱えている問題や住宅・居住環境のニーズを明らかにする ○調査方法：インターネットアンケート ○調査地域：奈良県内 ○調査対象：調査地域における戸建持家に居住する 20 歳以上の世帯主・配偶者（「購入決定者」および「決定関与者」） ○目標回収数：300 ○調査時期：H22 年 1 月末 ○調査項目（リフォームに関する項目）   ① 住宅の概要（建築年、住宅タイプ等） ② リフォームの有無と動機   ③ リフォームの内容   ④ リフォームにかかった費用と資金   ⑤ リフォーム時に困ったこととその対応   ⑥ リフォーム後の評価   ⑦ 今後のリフォーム予定の有無とその内容   ⑧ リフォーム時に必要な情報を得るための手段   ⑨ リフォーム工事業者を選ぶ際に重視する点   ⑩ リフォーム時に建築士等に期待する内容   ⑪ 耐震・省エネ・バリアフリーリフォームに対する関心  ⑫ 住宅に関する相談先   ⑬ リフォームに関する支援施策の認知度と利用状況      
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３ 中古住宅の流通の状況 （１）住宅の利活用期間 ・滅失住宅の平均築年数は 23.6 年であり、全国平均の 27.0 年より短い。 
 

 

     （２）中古住宅取得の状況（住調） ■中古住宅の取得数の推移（住宅・土地統計調査（独自集計）） ■中古住宅取得割合（住宅・土地統計調査（独自集計）、住宅着工統計） ■取得した中古住宅の建築時期（住宅・土地統計調査（独自集計）、） ■世帯主年齢別、従前住宅の所有関係（住宅・土地統計調査（独自集計））  

23.6年 27.0年
0

5

10

15

20

25

30

35

奈良県 全国
（年）

※利活用期間：滅失住宅の築後平均年数 資料：住宅・土地統計調査(H20)より推計 
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（３）中古住宅流通の現状と県民意向 ■中古住宅の購入動機とリフォームに関するアンケート調査（未実施） ○調査の目的：中古住宅の購入及びリフォームに際して、抱えている問題や住宅・居住環境のニーズを明らかにする ○調査方法：インターネットアンケート ○調査地域：奈良県内 ○調査対象：調査地域に居住する中古住宅を購入したことのある者のうち、「購入決定者」及び「決定関与者」 ○目標回収数：100～200 ○調査時期：H22 年 1 月 21 日～ ○調査項目（リフォームに関する項目） ① 購入前の居住地・住宅タイプ ② 購入時に比較検討した住宅 ③ 購入した住宅の住宅タイプ・建築年・延床面積・購入金額 ⑤ 購入した住宅の利用目的と購入した理由 ⑥ 比較検討時に困ったこと及びその対応 ⑦ 購入時のリフォームの有無とリフォームの内容 ⑧ リフォームにかかった費用 ⑨ 購入・リフォームの資金 ⑩ 購入後の評価（良い点・不満な点）     
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４ 住み替えに関わる状況 （１）住み替えの状況（住調） ① 近年の住み替えの特徴   ・最近 5 年間に現住居に入居した世帯数の推移を見ると、平成 11 年から 15 年の 5 年間に比べて減少している。従前居住地の割合は、大きく変化していない。             ② 住み替え前後の所有関係   ・住み替えの際の住宅選択で多いのは「民営借家→持家」と「民営借家→民営借家」である。持家の二次取得となる「持家→持家」、世帯分離である「親族の家→民間賃貸」も多くなっている。               資料：住宅・土地統計調査（H20） 

5,500 11,400 1,200 2,200 15,700 2,800300 100 600 100 900 100400 600 100 900 900 20010,100 6,000 900 0 14,800 2,800400 800 100 600 1,500

0123456

住戸面積

給与住宅・その他民営借家機構・公社借家持家 公営借家親族の家

持家公営借家機構・公社借家民営借家給与住宅
＜従前住宅＞

＜現住宅＞ 【最近 5 年間※に現住居に入居した世帯の従前住宅】 

50,200（48.4％）41,800（47.5%） 23,100(22.3%)21,100(24.0%) 28,100(27.1%)23,600(26.8%) 2,300(2.2%)1,500(1.7%)
0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000H11～H15H16～H20 自市町村 県内他市町村 他県 不明

【最近 5 年間※に現住居に入居した世帯の 従前居住地の推移】 
資料：住宅・土地統計調査（各年） ※各調査時点における「最近 5 年間」である 



 －68－ 

（２）住み替え等の意向（住総） ① 住み替え・改善の意向の有無と内容  ・住み替え・改善の意向がある世帯は、奈良県全体で 20.9％である。地域別にみると、大和平野地域でその割合は高く。大和光源地域、五條・吉野地域で低くなっている。  ・また、住み替え・改善の内容として、「家を購入」が 28.6％、「家を借りる」が 16.2％、「家を新築」が 5.1％となっており、これらをあわせると、住み替え意向は 49.9％になる。 【住み替え・改善意向の有無】            【住み替え・改善の内容】           

20.9%21.8%11.5%15.1%
76.8%76.0%88.5%80.3%

2.3%2.2%0.0%4.6%
0% 20% 40% 60% 80% 100%奈良県(N=505,000)大和平野地域(N=443,000)大和高原地域(N=18,000)五條・吉野地域(N=44,000) 意向あり 意向なし 不明

資料：平成 20 年住生活総合調査 

資料：平成 20 年住生活総合調査 
5.1%4.5%5.6%13.4%

28.6%29.3%
27.0%

16.2%17.4%4.1%
2.9%3.0%
2.0%

41.3%39.5%94.4% 51.9%
5.6%6.0%0.0%1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%奈良県(N=105,000)大和平野地域(N=97,000)大和高原地域(N=2,000)五條・吉野地域(N=7,000) 家を新築家を購入家を借りる家を建替えるリフォーム（増改築・模様替え・修繕等）家を譲り受ける・同居家を建てるために土地を購入
住み替え 
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② 住み替え後の居住地  ・「現住所の近く」「同じ市区町村内」「隣接する市区町村内」「同じ都道府県の市区町村内」をあわせた「県内」が 41.2％を占めているが、「他の都道府県」も多く、27.9％を占めている。 【住み替え後の居住地】           ③ 住み替え・改善の目的  ・奈良県全体では「快適・便利な住宅」「子供の誕生や成長に備える」が多くなっている。 【住み替え・改善の目的（奈良県）】   

7.2% 15.0%12.3%6.7%27.9%26.9% 4.0% 現住所の近く（徒歩で行くことができる程度）同じ市区町村内隣接する市区町村内同じ都道府県の市区町村内他の都道府県まだ決めていない不明N=53,000 

3.0% 19.6% 5.8% 8.9% 3.1% 15.1%
30.8%

6.3% 3.2% 16.0% 17.0% 9.1% 2.3% 11.8% 1.4% 7.2% 4.2%0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%
結婚等による世帯の

分離や独立に対応
子どもの誕生や成長等に備える

就職、転職、転勤等に対応
親又は子どもとの同居に対応

家を相続 安全性の高い住宅
快適・便利な住宅

ローン、家賃等の
住居費負担を軽減

安全性の高い居住環境
快適・便利な居住環境

高齢期にも住みやすい
住宅や環境

資産の形成（不動産を所有）
住宅や庭等の維持管理を

容易にする
さしあたり不満はないが

よい住宅にしたい
立退き要求、契約期限切れ

その他 不明
（N=105,000） 

資料：平成 20 年住生活総合調査 

資料：平成 20 年住生活総合調査 
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・地域別では、大和高原、五条・吉野地域で「高齢期に住みやすい住宅・環境」が多い。 【住み替え・改善の目的（大和平野地域）】 
 

 

 

 

  
 

 

 

 【住み替え・改善の目的（大和高原地域）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【住み替え・改善の目的（五條・吉野地域）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1% 21.2% 6.3% 9.6% 3.4% 14.1%
31.8% 6.6% 2.9% 15.9% 15.4% 9.6% 2.1% 11.3% 1.6% 7.3% 3.9%0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%

結婚等による世帯の
分離や独立に対応

子どもの誕生や成長等に備える
就職、転職、転勤等に対応

親又は子どもとの同居に対応
家を相続 安全性の高い住宅

快適・便利な住宅 ローン、家賃等の住居費負担を軽減
安全性の高い居住環境

快適・便利な居住環境
高齢期にも住みやすい住宅や環境

資産の形成（不動産を所有）
住宅や庭等の維持管理を

容易にする
さしあたり不満はないが

よい住宅にしたい
立退き要求、契約期限切れ

その他 不明
（N=97,000） 

※他の項目は 0 件 31.2% 14.5% 30.9% 37.9% 18.6% 5.6%0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%
安全性の高い住宅

快適・便利な住宅
快適・便利な居住環境

高齢期にも住みやすい住宅や環境
さしあたり不満はないが

よい住宅にしたい
その他

（N=2,000） 

2.2% 2.0% 1.7% 24.5% 21.9% 4.1% 8.0% 12.7%
34.1%

4.1% 6.8% 17.0% 5.6% 9.4%0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%
結婚等による世帯の

分離や独立に対応
子どもの誕生や成長等に備える

親又は子どもとの同居に対応
安全性の高い住宅

快適・便利な住宅 ローン、家賃等の住居費負担を軽減
安全性の高い居住環境

快適・便利な居住環境
高齢期にも住みやすい住宅や環境

資産の形成（不動産を所有）
住宅や庭等の維持管理を

容易にする
さしあたり不満はないが

よい住宅にしたい
その他 不明

（N=7,000） 
※他の項目は 0 件 

資料：平成 20 年住生活総合調査 
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④ 住み替えが困難な理由  ・「預貯金や返済能力が不足」、「支払い可能範囲での気に入った住宅がない」など、資金面の問題の割合が高くなっている。                      ⑤ 住み替え後の現在の住宅・土地の活用方法  ・「その他」を除くと、親族以外に売るが最も多くなっている。借家として活用しようと考えている割合は 6.0％とあまり多くない。           

25.3% 1.9% 4.1% 19.0% 7.4% 4.4% 9.5% 0.3% 2.7%
42.1%

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%
預貯金（住宅財形などを含む）や

返済能力が不足している、
またはその可能性がある

現在の住宅・宅地の売却が
うまくいかない（持家の方）

返済能力はあるが、勤務年数などの
理由で資金融資が受けられない、

またはその額が少ない
支払い可能な額の範囲で､立地､広さ･

間取りなど気に入った住宅がない

住宅・宅地の物件に関する
適切な情報が得にくい

住環境や住宅性能に関する
情報が得にくい

住宅の改善方法について適当な相談
相手（専門家）や適切な施工業者、

仲介・販売業者に関する情報が得にくい

民間賃貸住宅への入居を拒否される
公的賃貸住宅への入居が困難

不明

資料：平成 20 年住生活総合調査 

【住み替え・改善の実現困難な理由】 (N=105,000) 

5.4%7.9% 1.1%4.0%2.0%0.8%71.2%
7.4% 子・親族に譲渡親族以外に売る子・親族に貸す借家（一般の借家権）として親族以外に貸す建物を解体して更地にする住宅以外の用途として専ら利用するその他不明 資料：平成 20 年住生活総合調査 

【住み替え後の住宅・土地の活用方法】 
N=36,000 
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（３）郊外住宅地における住み替えに関する意向 （H19 年度「住まいの奈良」魅力再生・創出実態調査(調査概要は P61 参照)）  ① 住み替え意向の有無  ・住み替えをしたい・検討したいと考えている割合は 15.8％となっている。           ② 住み替え先の立地・住宅タイプ  ・利便性が高いまちの中心部に住みたいが 63.3％となっている。  ・希望住宅タイプは戸建が 48.1％と最も多い。次いで、介護付きマンションが 24.1％、や高齢者向け賃貸住宅が 21.5％となっている。  ・住み替える具体的な場所の希望では、奈良県内の他市町村が最も多く 21.5％、次に大阪府下の他市町村、特に希望はないが 19.0％となっている。 【住み替える場所の志向】       【住み替え先の住宅タイプの希望】       【住み替える具体的な場所の希望】      

【住み替え意向の有無】 

(N=79) 
63.3%24.1%7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%利便性が高いまちの中心部に住みたい自然環境が豊かでゆとりある郊外に住みたいその他

(N=79) 
12.7%8.9% 21.5%19.0%12.7% 19.0%3.8%

0% 10% 20% 30%同一校区又は徒歩10分程度上記以外の同市・町内奈良県内の他市町村大阪府下の他市町村その他の都道府県特に希望はないその他
(N=79) 

48.1%2.5% 16.5%24.1%1.3%0.0%1.3%0.0% 21.5%1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%戸建住宅（持ち家）戸建住宅（賃貸）分譲マンション介護付きマンション公営住宅ＵＲ（旧公団）住宅民間賃貸アパートコレクティブ住宅高齢者向け賃貸住宅その他

N=499 
住み替えたい5.0% 住み替えを検討したい10.8%当面は住み続けたい37.7%ずっと住み続けたい32.1%

現時点では不明5.2% その他0.2% 不明9.0%



 －73－ 

 ③ 住み替えの動機  ・「住宅の維持管理や庭の手入れ が 大変」 が 最 も 多 く40.5％、次いで「買い物が不便」が 31.6％となっている。        ④ 住み替え時の問題  ・「安定した資金がない」「生涯にわたる資金計画がわからない」など、金銭面の問題が多くなっている。          ⑤ 住み替え時の現住宅の処分方法 （対象：住み替えたい、住み替えを検討したい世帯のうち、持家を所有している世帯）  ・「売却する」が 80.3％と最も多い。次いで、「子どもに住まわせる」が11.8％。 ・「賃貸住宅として貸出す」は、2.6％にとどまっている。      

【住み替えの動機】 40.5%25.3%6.3% 31.6%22.8%22.8%5.1%1.3% 17.7%10.1% 20.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%現住宅の維持管理や庭の手入れが大変住宅の広さや性能に不満防犯面で不安買い物が不便通勤・通学が不便身近な場所に医療・福祉施設がなく不便子育て環境の不満周辺の自然環境に不満坂道が多く、外出が困難子どもとの同居・近居ができないその他 (N=79) 19.0% 26.6%27.8%10.1%2.5% 31.6%17.7%3.8% 22.8%8.9% 36.7%11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%希望している住宅が見つからない安心して暮らせる住宅がわからない高齢期に適した住宅の情報が得にくい相談できる窓口や機関がない相談しても適切な助言が得られない生涯にわたる資金計画がわからない家財道具の保管・処分子どもやその他の親族の反対住み慣れた土地から離れる不安地域の知人などの関係を継続したい安定した資金（収入・貯蓄）がないその他

【住み替え時の問題】 

(N=79) 

売却する80.3%子どもに住まわせる、相続する11.8%
賃貸住宅として貸出す2.6% その他1.3% 不明3.9%【住み替え時の現住宅の処分方法】 

N=76 
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（４）住み替えに関する県民意向 ■リフォーム及び住み替えに関するニーズ調査（未実施） ○調査の目的：住宅リフォームおよび住み替えを行うに際して、抱えている問題や住宅・居住環境のニーズを明らかにする ○調査方法：インターネットアンケート ○調査地域：奈良県内 ○調査対象：調査地域における戸建持家に居住する 20 歳以上の世帯主・配偶者（「購入決定者」および「決定関与者」） ○目標回収数：300 ○調査時期：H22 年 1 月末 ○調査項目（リフォームに関する項目）  ① 住み替え意向の有無と住み替え先の立地・住宅タイプ  ② 住み替えの動機  ③ 住み替え時の現住宅の処分方法  ④ 住み替え時の問題  ⑤ 住み替えに関わる制度・施策の認知度   
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５ 県産材利用の状況 （１）森林・林業・木材産業の現況  ① 地域別森林面積  ・林野率は奈良県全体で 77.0％である。地域別では、南和で 91.6％と最も多い。 【地域別森林面積、林野率】          ② 素材生産量  ・素材生産量は減少傾向にあり、スギ、ヒノキ以外はほとんどない。 【素材生産量の推移】           ③ 木材（素材）価格  ・価格は平成 8 年から急落し、近年も下落傾向が続いている。 【木材価格の推移】         

77.0% 39.8% 46.0% 73.5% 91.6%
0.0%20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

奈良県 北和 中和西部 中和東部 南和 資料：奈良県林業統計（Ｈ20） 

0 100 200 300 400 500 

S40 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19

(千㎡）

（年）
スギヒノキその他

資料：奈良県林業統計（Ｈ20） 

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000

S40 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19

(円/㎥）

（年）
スギヒノキ

資料：奈良県林業統計（Ｈ20） 

市町村面積(ha) 森林面積(ha) 林野率奈良県 369,109 284,053 77.0%北和 44,541 17,738 39.8%中和西部 53,676 24,710 46.0%中和東部 36,202 26,598 73.5%南和 234,690 215,008 91.6%
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 ④ 生産林業所得  ・生産林業の取得は減少傾向にあり、10 年前(H9)の 1/5程度に落ち込んでいる。 【生産林業所得の推移】            ⑤ 齢級別森林構成（民有林スギ・ヒノキ）  ・民有林の面積・蓄積ともに、齢級 15 年以上のものが多くなっている。 【民有林の人工林針葉樹齢級別面積】           【民有林の人工林針葉樹齢級別蓄積】          

31,10937,76723,32527,34225,862 23,99620,69222,45017,39612,830 12,020 9,770 8,020 6,880 5,800 5,100 4,120 3,380 3,59005,00010,00015,00020,00025,00030,00035,00040,00045,000
Ｓ50 Ｓ55 Ｓ60 Ｈ1 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

（100万円）

※平成 11 年以降は、資料の出典「生産林業所得統計報告書」の数値が 1000 万円単位に変更された 資料：奈良県林業統計（H20） 

269 1,843 2,018 3,400 5,739 9,968 11,28219,657
24,872 24,44015,038 7,179 5,502 5,223

29,540

05,00010,00015,00020,00025,00030,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15以上

（ha）

（齢級）
その他 ヒノキ スギ

素材生産量

資料：奈良県林業統計（H20） 

 

0 0 120,622 350,654843,0661,984,4722,665,3975,299,6897,466,767
8,090,6905,495,7292,854,9432,195,3962,225,551

14,429,357
02,000,0004,000,0006,000,0008,000,00010,000,00012,000,00014,000,00016,000,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15以上

（㎥）

（齢級）

その他 ヒノキ スギ
素材生産量

資料：奈良県林業統計（H20） 
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44.9%

43.6%

40.2%

46.5%

42.6%

46.0%46.3%

49.2%

52.9%

50.6%

53.9%

56.4%

52.0%
52.9%

57.9%
56.1%56.5%

51.2%
50.4%

55.5%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

(年度年度年度年度））））資料：建築統計年報（各年度） 

（２）住宅における木材利用の状況 ① 新設木造住宅着工数  ・平成 10 年からほぼ横ばいで推移していたが、近年、持家・分譲ともに減少している。 【利用関係別新築木造着工住宅数の推移】         ② 新設木造住宅の割合  ・住宅全体では、新設着工住宅に占める木造住宅の割合は 55.5％であり、周辺他府県と比較すると和歌山に次いで高い割合となっている。 ・利用関係別に見ると、持家での比率が最も高く、次いで分譲住宅となっている。 【利用関係別 新設着工住宅にしめる木造住宅の割合（周辺他府県との比較）】           ・奈良県の全体の新設着工住宅に占める木造住宅の割合の推移をみると、増加傾向であることがわかる。 【新築着工住宅に占める木造住宅の割合の推移】         

3,981 3,369 2,953 3,132 3,533 3,721 3,311 3,718 3,005 2,889 3,431 3,018 2,986 2,869 3,225 3,002 2,760 2,789 2,258 2,2461,056 1,049 766 1,038 990 1,041 737 853 656 558 533 449 507 669 643 790 651 495 414 68639 22 15 27 32 36 57 13 17 23 29 8 14 25 2 5 3 3 6 132,771 2,286 1,360 1,962 2,420 3,150 2,978 2,857 2,514 2,266 2,066 1,958 1,681 1,619 1,773 1,814 1,857 2,151 1,745 1,568
7,8477,8477,8477,847 6,7266,7266,7266,726 5,0945,0945,0945,094 6,1596,1596,1596,159 6,9756,9756,9756,975 7,9487,9487,9487,948 7,0837,0837,0837,083 7 ,4417 ,4417 ,4417 ,441 6,1926,1926,1926,192 5,7365,7365,7365,736 6,0596,0596,0596,059 5,4335,4335,4335,433 5 ,1885 ,1885 ,1885 ,188 5,1825,1825,1825,182 5,6435,6435,6435,643 5,6115,6115,6115,611 5,2715,2715,2715,271 5,4385,4385,4385,438 4,4234,4234,4234,423 4,5134,5134,5134,513

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,000
H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（戸）

(年度）
分譲給与貸家持家総計資料：建築統計年報（各年度） 

77.5% 80.2% 83.3% 76.6% 78.5% 80.6% 82.5%
24.5% 34.2% 16.9% 10.5% 26.0% 54.1% 30.0%46.4% 5.9% 17.7% 3.7% 10.6%

73.3%
13.8%

65.1% 38.3% 55.3% 37.9% 47.9% 72.6% 37.4%55.5% 52.5% 46.6% 32.7% 48.0% 71.2% 47.4%
0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%90.0%100.0%

奈良県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 和歌山県 全国
（戸） 持家貸家給与住宅分譲住宅全体資料：建築統計年報（H20） 
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（参考） 【新築着工住宅に占める木造住宅の割合（住宅全体）の推移（周辺他都市との比較）】            【新築着工住宅に占める木造住宅の割合（持家）の推移（周辺他都市との比較）】            ③ 新設木造住宅の１戸当たりの床面積  ・分譲は横ばいで推移しているが、持家・借家はともに縮小傾向にある。 【利用関係別新築木造着工住宅の平均戸当たり床面積の推移】       

50.0%60.0%70.0%80.0%90.0%
H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20 （年）大阪 京都 兵庫 滋賀 和歌山 奈良

％

資料：建築統計年報（各年度） 

 

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%
H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20 （年）大阪 京都 兵庫 滋賀 和歌山 奈良

％

資料：建築統計年報（各年度） 

147.0 154.6 152.6 147.3 141.1 140.5 140.5 142.8 143.7 139.3 139.8 138.5 137.7 133.7 131.6 132.0 133.1 130.3 130.0 129.9129.9129.9129.9
46.7 44.8 54.1 56.3 56.4 47.9 52.8 53.7 56.4 54.7 56.6 54.1 47.3 54.8 50.7 52.0 49.0 49.1 48.0 44.144.144.144.1108.5 104.1 101.8 98.3 97.6 100.2 98.6 101.9 101.4 103.6 103.0 104.5 106.7 105.5 107.1 107.7 106.4 107.1 107.8106.6106.6106.6106.6

20406080
100120140160180200
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(年度)
持家 貸家 分譲

資料：建築統計年報（各年度） 


